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医 療 法 律と 「医院経営上知っておくべき
著作権の話」

ห࢜ޢ法人  ైڠಉ法཯ࣄ຿ॴ
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ＱＡ第31回
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■相■談■者  ：このたび仙台市内でクリニックを
開設しました。先日は医療機関の広告規制に
ついていろいろと教えていただきありがとう
ございました（本連載第24回「医療広告規制
について」参照）。広告内容が法令やガイドライ
ンに違反しないように気をつけながらも、ウェ
ブサイトやSNSなどいろいろな媒体で広告を
掲載して経営に取り組んでいます。
　ところで、宣伝効果の向上や当院に親しみ
を持ってもらうために、各広告媒体やクリニッ
ク内でイラストや音楽を使用する等の工夫を
したいと考えているのですが、著作権等の権
利上の問題が生じないか不安があります。
■弁■護■士  ：おっしゃるとおり、今はインター
ネットを介してさまざまな著作物を容易に入手
したり、それを用いて発信することもできるた
め、意図せず他者の著作権等を侵害すること
のないよう注意が必要ですね。

■相■談■者  ：そもそも著作権とはどのような権
利なのですか。
■弁■護■士  ：著作権とは、著作物に関して著作
者に与えられる権利の総称です。著作権法で
は、著作物とは「思想または感情を創作的に表
現したものであって、芸術、学術、美術または音
楽の範囲に属するもの」と定義されています。
　著作権は、財産的側面（著作財産権）と人格
的な側面（著作者人格権）を併せ持った権利で
す。著作財産権は、著作物を排他的・独占的

に利用できる権利であり、著作物を複製して利
用できる権利（複製権）、著作物の利用形態に
応じて公衆に発信する権利（上演・演奏権、上
映権、公衆送信権、口述権、展示権、頒布権）、
著作物を譲渡・貸与する権利、著作物に創作
を加えて新たな著作物を創り出す権利（翻訳
権、編曲権、変形権、翻案権）等、さまざまな権
利が含まれます。著作者人格権は、著作物を公
表するかどうかを決定する権利（公表権）、氏
名を表示するかどうか、どのように表示するか
を決定する権利（氏名表示権）、著作物に手を
加えられることなく同一性を保持する権利（同
一性保持権）があり、これは著作者個人に固有
の権利であって他人に譲渡できません。

■相■談■者  ：一口に著作権といってもさまざま
な権利があるのですね。
　具体的な相談なのですが、ネット上で見つけ
て保存した画像（いわゆる拾い画）を、自身の
ウェブサイトやSNSで使用することは問題が
ありますか。
■弁■護■士  ：ネット上に公開されている画像に
は、制作者に著作権があります。無料で誰でも
見られるからといって自由に使っていいわけで
はなく、無断で転載や加工をすると著作権（公
衆送信権、複製権、同一性保持権等）侵害にな
ります。必ず著作権者に許可を取るか、利用規
約で商用利用が許可されている素材サイトを
利用しましょう。

■相■談■者  ：やはり著作権の関係で問題がある
のですね。それでは、「フリー素材」などと検索
してヒットした画像であれば大丈夫ですね。
■弁■護■士  ：「フリー素材」や「著作権フリー」と
は、著作権者が著作権を放棄したり、許諾不要
かつ無料で使用することを承諾している著作
物をいうものと思われます。しかし、画像検索
で「フリー素材」などと検索して表示された画
像が本当に上記のような著作物であるとは限
りませんし、仮に検索結果のタイトルタグや
ページの見出しに著作権フリーと記載されて
いたとしても使用目的が限定されている場合
もあるため、提供元での確認は必須です。

■相■談■者  ：それは注意が必要ですね。危ない
ところでした。
■弁■護■士  ：実際、画像検索で「フリー素材」な
どと検索してヒットしたイラストをウェブサイ
トや広報誌で無断使用したことで、イラスト作
家から使用許諾業務の委託を受けていると名
乗る業者から高額な損害賠償請求を受けたと
いう相談もよく寄せられています。先生のクリ
ニックの広告媒体でも問題がないか、改めて確
認してみてください。

■相■談■者  ：早速確認したいと思います。
　ネット上の画像は怖いので、生成AIで作成
したイラスト等であれば問題ないでしょうか。
■弁■護■士  ：AI生成物であっても人間が手書き
で描いた場合と同様に著作権侵害の有無が判
断され、特定の作家の絵柄や既存のキャラク
ターに依拠した類似している生成物の場合に
は、著作権（複製権、翻案権等）侵害が成立しま
す。特定の作品名を指定して生成するような方
法は特に危険ですので避けるようにしてくだ
さい。

■相■談■者  ：クリニックのSNSアカウントで音
楽をBGMに使用した投稿を行う場合の注意
点はありますか。
■弁■護■士  ：使用方法によっては著作権侵害に
なります。SNS運営会社（Instagram、TikTok、
YouTube等）と日本音楽著作権協会（JASRAC）
などの権利者団体との間には包括契約がある
（SNS側が使用料を支払っている）ため、SNS
内の公式ライブラリー等の機能・サービスを
利用してBGMを付けて投稿することは基本的
に問題ありません。他方で、それ以外の方法、
例えば動画編集ソフトなどで市販のCDや配
信音源を勝手にBGMとして合成し、それを
SNSにアップロードする行為は、著作権（複製
権や公衆送信権）の侵害になります。また、
SNSによっては、個人利用の場合と商用利用
（ビジネスアカウント）の場合とで利用できる
音源やルールが異なることもありますので、よ
く確認するようにしてください。

■相■談■者  ： そうなのですね。はやりの音楽が
使われている投稿もよく見かけるので、どうな
んだろうと思っていました。
　そういえば、私的使用の場合は著作権の問
題はないと聞いたりしますが、私がウェブサイ
トやSNSで使用することは私的使用には当
たらないのでしょうか。
■弁■護■士  ：著作権法30条１項では、「個人的
に又は家庭内その他これに準ずる限られた範
囲内において使用する」場合には、著作権の許
諾なく複製することができるとされています。
しかし、クリニックのウェブページやSNSに掲
載する場合には私的使用には該当しませんの
で、著作権の問題がないかどうかはきちんと
確認するようにしてください。

■相■談■者  ： 当院のウェブサイト（ホームペー
ジ）についてなのですが、開院に間に合わせる
ために自作で取り急ぎ作成したという状況で
して、そろそろ充実した内容に一新したいと考
えています。他のクリニックのものをいくつか
参考にして作成してみようと思いますが、これ
も著作権の関係で問題がありそうでしょうか。
■弁■護■士  ： ウェブサイトは、文章、イラスト、写
真、動画、音楽等のいろいろなコンテンツの集
合体です。また、各ページのコンセプト、イメー
ジや色彩、さらにコンテンツの配置方法やペー
ジの階層等もウェブサイトを構成する要素と
なります。一部分が似ているという場合には、
それぞれのコンテンツ等について著作物（前
述）といえるかどうか（表現といえるか単なる
事実やアイデアに過ぎないか、表現に創作性
があるかありふれた表現か等）、また、どの程
度一致していれば著作権を侵害することにな
るかを、具体的に対比しつつ各表現等の性質
も踏まえて検討する必要があります。
　著作権侵害か否かの判断は上記のとおり単
純ではありませんが、法的な結論にかかわら
ず、似ている部分があることでトラブルが生じ
るという実際上のリスクもありますので、他の
ウェブサイトを安易に模倣することは避けた
方が賢明でしょう。

■相■談■者  ：なるほど、やはり自作では限界があ
りそうなので、業者に制作を依頼しようかと思
います。当初の制作のみ依頼して、後はいつで
も自分で更新できるようにしたいのですが、注
意点はありますか。
■弁■護■士  ：ウェブサイトは、掲載した多数のコ
ンテンツを編集して作成した著作物（編集著作
物）といえます。業者に制作を依頼する場合
に、発注者がコンテンツの大部分を提供した
り、業者と内容を協議して決定していたとして

も、ウェブサイト全体としての著作権は実際に
著作物を創作した制作業者に帰属するのが通
常です（提供した個々のコンテンツの著作権
は別途発注者に帰属します）。
　発注者が制作代金を支払ってデータを全部
引き渡してもらったとしても、制作代金はあく
まで制作の対価であるため、著作権まで自動
的に譲渡されるわけではなく、データの引き渡
しによって以後発注者が自由に改変してよい
という合意があったともいえません。したがっ
て、制作に関する契約書で著作権の譲渡及び
同一性保持権（前述）の不行使を明記するか、
引き渡し後に自由に更新できる許諾を得てお
く必要があります。

■相■談■者  ：契約内容次第では自分で更新する
ことが著作権侵害になることもあるのです
ね。不安なので、発注する際には弁護士さんに
契約書のチェックをお願いしたいと思います。
■弁■護■士  ：なかなか普段見慣れないものだと
思いますので、ぜひご相談ください。

■相■談■者  ：当院はお子さんも多くいらっしゃ
いますので、緊張をほぐしたり親しみを持って
もらうために某有名キャラクターのぬいぐる
みを置いたりイラストを掲示したいと考えてい
ます。やはりこれも問題がありそうでしょ
うか。
■弁■護■士  ：ぬいぐるみやポスター等の購入し
た正規の商品を、雰囲気づくりとして飾る程度
であれば、問題ないことが多いと思います。
　他方で、ネット上の画像を印刷したもの、ポ
スターを複写したもの、スタッフが描いたイラ
ストを掲示することは、著作権（複製権や翻案
権）の侵害になります。キャラクターの一部を
切り取ったり吹き出しを付ける等の加工を施
すことも、同一性保持権（前述）との関係で問

題となります。また、正規の商品の掲示であっ
ても、看板への掲載やSNS宣伝の主役とする
など集客のメインとして扱うことは、不正競争
防止法等との関係でも問題が生じる可能性が
あります。
　なお、先ほどお話しした「商用利用可」の「著
作権フリー」のキャラクターであれば、規約の
範囲内で掲示可能ですが、某有名キャラクター
が該当する可能性は低そうですね。

■相■談■者  ：クリニック内でBGMとして音楽を
流すことはどうでしょうか。
■弁■護■士  ：例えば購入したCD等の音源を利
用して施設内で流す場合について、購入する
対価を払っているから問題ないと思ってしまう
かもしれません。しかし、購入の対価とは別に、
公衆に対する演奏（録音・録画されたものの
再生も含みます）として「演奏権」の対象となり
ますので、著作権者の許諾を得る必要があり
ます。また、有線音楽放送をそのまま流す行為
についても、著作権法上の「公衆送信」に当た
るため、あらかじめ放送業者が施設利用につ
き使用料を支払っている場合を除いては、著
作権者の許諾を得る必要があります。営利を
目的としない場合には例外的に許諾が不要と
なりますが、店舗でBGMとして使用する場合
には顧客へのサービスが目的でしょうから、営
利目的に当たると考えられます。

■相■談■者  ：こうして聞くと、小規模なクリニッ
クを運営する場合であってもいろいろな場面
で著作権の問題はついて回りますね。スタッフ
にも周知しないといけませんね。
■弁■護■士  ：インターネットの普及により、著作
物の入手やそれを用いた発信が容易になり、
あまり権利関係を意識することのないまま意
図せず著作権を侵害してしまうリスクが高まっ

ています。今日お話ししたことは一例に過ぎま
せんので、不安に思ったらまたいつでもご相談
ください。

◆ このＱ＆Ａから何を学ぶか ◆

①インターネット上で見つけて保存した画像
を、自身のウェブサイトや SNS で使用する
ことは著作権侵害となる可能性が高いた
め、著作権者に許可を取るか、利用規約で
商用利用が許可されている素材サイトを利
用する必要がある。画像検索で「フリー素
材」などと検索して表示された画像や、著
作権フリーと記載されている画像であって
も、著作権の問題がないとは限らないため、
提供元での確認が必須である。
②ホームページの制作においては、他のサイ
トを模倣することによる著作権侵害のリス
クがあるほか、制作を業者に依頼する場合
は業者側に著作権が帰属するのが基本的
な考え方であるため、特に自分で更新をし
たい場合等には契約段階で権利関係を明
確にしておく必要がある。
③クリニック内でキャラクターのグッズ・イラ
ストを掲示する場合や BGM として音楽を
流す場合にも、著作権侵害及び他の法律に
も違反する可能性があるため、法的な問題
がないか確認しておく必要がある。
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開設しました。先日は医療機関の広告規制に
ついていろいろと教えていただきありがとう
ございました（本連載第24回「医療広告規制
について」参照）。広告内容が法令やガイドライ
ンに違反しないように気をつけながらも、ウェ
ブサイトやSNSなどいろいろな媒体で広告を
掲載して経営に取り組んでいます。
　ところで、宣伝効果の向上や当院に親しみ
を持ってもらうために、各広告媒体やクリニッ
ク内でイラストや音楽を使用する等の工夫を
したいと考えているのですが、著作権等の権
利上の問題が生じないか不安があります。
■弁■護■士  ：おっしゃるとおり、今はインター
ネットを介してさまざまな著作物を容易に入手
したり、それを用いて発信することもできるた
め、意図せず他者の著作権等を侵害すること
のないよう注意が必要ですね。

■相■談■者  ：そもそも著作権とはどのような権
利なのですか。
■弁■護■士  ：著作権とは、著作物に関して著作
者に与えられる権利の総称です。著作権法で
は、著作物とは「思想または感情を創作的に表
現したものであって、芸術、学術、美術または音
楽の範囲に属するもの」と定義されています。
　著作権は、財産的側面（著作財産権）と人格
的な側面（著作者人格権）を併せ持った権利で
す。著作財産権は、著作物を排他的・独占的

に利用できる権利であり、著作物を複製して利
用できる権利（複製権）、著作物の利用形態に
応じて公衆に発信する権利（上演・演奏権、上
映権、公衆送信権、口述権、展示権、頒布権）、
著作物を譲渡・貸与する権利、著作物に創作
を加えて新たな著作物を創り出す権利（翻訳
権、編曲権、変形権、翻案権）等、さまざまな権
利が含まれます。著作者人格権は、著作物を公
表するかどうかを決定する権利（公表権）、氏
名を表示するかどうか、どのように表示するか
を決定する権利（氏名表示権）、著作物に手を
加えられることなく同一性を保持する権利（同
一性保持権）があり、これは著作者個人に固有
の権利であって他人に譲渡できません。

■相■談■者  ：一口に著作権といってもさまざま
な権利があるのですね。
　具体的な相談なのですが、ネット上で見つけ
て保存した画像（いわゆる拾い画）を、自身の
ウェブサイトやSNSで使用することは問題が
ありますか。
■弁■護■士  ：ネット上に公開されている画像に
は、制作者に著作権があります。無料で誰でも
見られるからといって自由に使っていいわけで
はなく、無断で転載や加工をすると著作権（公
衆送信権、複製権、同一性保持権等）侵害にな
ります。必ず著作権者に許可を取るか、利用規
約で商用利用が許可されている素材サイトを
利用しましょう。

■相■談■者  ：やはり著作権の関係で問題がある
のですね。それでは、「フリー素材」などと検索
してヒットした画像であれば大丈夫ですね。
■弁■護■士  ：「フリー素材」や「著作権フリー」と
は、著作権者が著作権を放棄したり、許諾不要
かつ無料で使用することを承諾している著作
物をいうものと思われます。しかし、画像検索
で「フリー素材」などと検索して表示された画
像が本当に上記のような著作物であるとは限
りませんし、仮に検索結果のタイトルタグや
ページの見出しに著作権フリーと記載されて
いたとしても使用目的が限定されている場合
もあるため、提供元での確認は必須です。

■相■談■者  ：それは注意が必要ですね。危ない
ところでした。
■弁■護■士  ：実際、画像検索で「フリー素材」な
どと検索してヒットしたイラストをウェブサイ
トや広報誌で無断使用したことで、イラスト作
家から使用許諾業務の委託を受けていると名
乗る業者から高額な損害賠償請求を受けたと
いう相談もよく寄せられています。先生のクリ
ニックの広告媒体でも問題がないか、改めて確
認してみてください。

■相■談■者  ：早速確認したいと思います。
　ネット上の画像は怖いので、生成AIで作成
したイラスト等であれば問題ないでしょうか。
■弁■護■士  ：AI生成物であっても人間が手書き
で描いた場合と同様に著作権侵害の有無が判
断され、特定の作家の絵柄や既存のキャラク
ターに依拠した類似している生成物の場合に
は、著作権（複製権、翻案権等）侵害が成立しま
す。特定の作品名を指定して生成するような方
法は特に危険ですので避けるようにしてくだ
さい。

■相■談■者  ：クリニックのSNSアカウントで音
楽をBGMに使用した投稿を行う場合の注意
点はありますか。
■弁■護■士  ：使用方法によっては著作権侵害に
なります。SNS運営会社（Instagram、TikTok、
YouTube等）と日本音楽著作権協会（JASRAC）
などの権利者団体との間には包括契約がある
（SNS側が使用料を支払っている）ため、SNS
内の公式ライブラリー等の機能・サービスを
利用してBGMを付けて投稿することは基本的
に問題ありません。他方で、それ以外の方法、
例えば動画編集ソフトなどで市販のCDや配
信音源を勝手にBGMとして合成し、それを
SNSにアップロードする行為は、著作権（複製
権や公衆送信権）の侵害になります。また、
SNSによっては、個人利用の場合と商用利用
（ビジネスアカウント）の場合とで利用できる
音源やルールが異なることもありますので、よ
く確認するようにしてください。

■相■談■者  ： そうなのですね。はやりの音楽が
使われている投稿もよく見かけるので、どうな
んだろうと思っていました。
　そういえば、私的使用の場合は著作権の問
題はないと聞いたりしますが、私がウェブサイ
トやSNSで使用することは私的使用には当
たらないのでしょうか。
■弁■護■士  ：著作権法30条１項では、「個人的
に又は家庭内その他これに準ずる限られた範
囲内において使用する」場合には、著作権の許
諾なく複製することができるとされています。
しかし、クリニックのウェブページやSNSに掲
載する場合には私的使用には該当しませんの
で、著作権の問題がないかどうかはきちんと
確認するようにしてください。

■相■談■者  ： 当院のウェブサイト（ホームペー
ジ）についてなのですが、開院に間に合わせる
ために自作で取り急ぎ作成したという状況で
して、そろそろ充実した内容に一新したいと考
えています。他のクリニックのものをいくつか
参考にして作成してみようと思いますが、これ
も著作権の関係で問題がありそうでしょうか。
■弁■護■士  ： ウェブサイトは、文章、イラスト、写
真、動画、音楽等のいろいろなコンテンツの集
合体です。また、各ページのコンセプト、イメー
ジや色彩、さらにコンテンツの配置方法やペー
ジの階層等もウェブサイトを構成する要素と
なります。一部分が似ているという場合には、
それぞれのコンテンツ等について著作物（前
述）といえるかどうか（表現といえるか単なる
事実やアイデアに過ぎないか、表現に創作性
があるかありふれた表現か等）、また、どの程
度一致していれば著作権を侵害することにな
るかを、具体的に対比しつつ各表現等の性質
も踏まえて検討する必要があります。
　著作権侵害か否かの判断は上記のとおり単
純ではありませんが、法的な結論にかかわら
ず、似ている部分があることでトラブルが生じ
るという実際上のリスクもありますので、他の
ウェブサイトを安易に模倣することは避けた
方が賢明でしょう。

■相■談■者  ：なるほど、やはり自作では限界があ
りそうなので、業者に制作を依頼しようかと思
います。当初の制作のみ依頼して、後はいつで
も自分で更新できるようにしたいのですが、注
意点はありますか。
■弁■護■士  ：ウェブサイトは、掲載した多数のコ
ンテンツを編集して作成した著作物（編集著作
物）といえます。業者に制作を依頼する場合
に、発注者がコンテンツの大部分を提供した
り、業者と内容を協議して決定していたとして

も、ウェブサイト全体としての著作権は実際に
著作物を創作した制作業者に帰属するのが通
常です（提供した個々のコンテンツの著作権
は別途発注者に帰属します）。
　発注者が制作代金を支払ってデータを全部
引き渡してもらったとしても、制作代金はあく
まで制作の対価であるため、著作権まで自動
的に譲渡されるわけではなく、データの引き渡
しによって以後発注者が自由に改変してよい
という合意があったともいえません。したがっ
て、制作に関する契約書で著作権の譲渡及び
同一性保持権（前述）の不行使を明記するか、
引き渡し後に自由に更新できる許諾を得てお
く必要があります。

■相■談■者  ：契約内容次第では自分で更新する
ことが著作権侵害になることもあるのです
ね。不安なので、発注する際には弁護士さんに
契約書のチェックをお願いしたいと思います。
■弁■護■士  ：なかなか普段見慣れないものだと
思いますので、ぜひご相談ください。

■相■談■者  ：当院はお子さんも多くいらっしゃ
いますので、緊張をほぐしたり親しみを持って
もらうために某有名キャラクターのぬいぐる
みを置いたりイラストを掲示したいと考えてい
ます。やはりこれも問題がありそうでしょ
うか。
■弁■護■士  ：ぬいぐるみやポスター等の購入し
た正規の商品を、雰囲気づくりとして飾る程度
であれば、問題ないことが多いと思います。
　他方で、ネット上の画像を印刷したもの、ポ
スターを複写したもの、スタッフが描いたイラ
ストを掲示することは、著作権（複製権や翻案
権）の侵害になります。キャラクターの一部を
切り取ったり吹き出しを付ける等の加工を施
すことも、同一性保持権（前述）との関係で問

題となります。また、正規の商品の掲示であっ
ても、看板への掲載やSNS宣伝の主役とする
など集客のメインとして扱うことは、不正競争
防止法等との関係でも問題が生じる可能性が
あります。
　なお、先ほどお話しした「商用利用可」の「著
作権フリー」のキャラクターであれば、規約の
範囲内で掲示可能ですが、某有名キャラクター
が該当する可能性は低そうですね。

■相■談■者  ：クリニック内でBGMとして音楽を
流すことはどうでしょうか。
■弁■護■士  ：例えば購入したCD等の音源を利
用して施設内で流す場合について、購入する
対価を払っているから問題ないと思ってしまう
かもしれません。しかし、購入の対価とは別に、
公衆に対する演奏（録音・録画されたものの
再生も含みます）として「演奏権」の対象となり
ますので、著作権者の許諾を得る必要があり
ます。また、有線音楽放送をそのまま流す行為
についても、著作権法上の「公衆送信」に当た
るため、あらかじめ放送業者が施設利用につ
き使用料を支払っている場合を除いては、著
作権者の許諾を得る必要があります。営利を
目的としない場合には例外的に許諾が不要と
なりますが、店舗でBGMとして使用する場合
には顧客へのサービスが目的でしょうから、営
利目的に当たると考えられます。

■相■談■者  ：こうして聞くと、小規模なクリニッ
クを運営する場合であってもいろいろな場面
で著作権の問題はついて回りますね。スタッフ
にも周知しないといけませんね。
■弁■護■士  ：インターネットの普及により、著作
物の入手やそれを用いた発信が容易になり、
あまり権利関係を意識することのないまま意
図せず著作権を侵害してしまうリスクが高まっ

ています。今日お話ししたことは一例に過ぎま
せんので、不安に思ったらまたいつでもご相談
ください。

◆ このＱ＆Ａから何を学ぶか ◆

①インターネット上で見つけて保存した画像
を、自身のウェブサイトや SNS で使用する
ことは著作権侵害となる可能性が高いた
め、著作権者に許可を取るか、利用規約で
商用利用が許可されている素材サイトを利
用する必要がある。画像検索で「フリー素
材」などと検索して表示された画像や、著
作権フリーと記載されている画像であって
も、著作権の問題がないとは限らないため、
提供元での確認が必須である。
②ホームページの制作においては、他のサイ
トを模倣することによる著作権侵害のリス
クがあるほか、制作を業者に依頼する場合
は業者側に著作権が帰属するのが基本的
な考え方であるため、特に自分で更新をし
たい場合等には契約段階で権利関係を明
確にしておく必要がある。
③クリニック内でキャラクターのグッズ・イラ
ストを掲示する場合や BGM として音楽を
流す場合にも、著作権侵害及び他の法律に
も違反する可能性があるため、法的な問題
がないか確認しておく必要がある。
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■相■談■者  ：このたび仙台市内でクリニックを
開設しました。先日は医療機関の広告規制に
ついていろいろと教えていただきありがとう
ございました（本連載第24回「医療広告規制
について」参照）。広告内容が法令やガイドライ
ンに違反しないように気をつけながらも、ウェ
ブサイトやSNSなどいろいろな媒体で広告を
掲載して経営に取り組んでいます。
　ところで、宣伝効果の向上や当院に親しみ
を持ってもらうために、各広告媒体やクリニッ
ク内でイラストや音楽を使用する等の工夫を
したいと考えているのですが、著作権等の権
利上の問題が生じないか不安があります。
■弁■護■士  ：おっしゃるとおり、今はインター
ネットを介してさまざまな著作物を容易に入手
したり、それを用いて発信することもできるた
め、意図せず他者の著作権等を侵害すること
のないよう注意が必要ですね。

■相■談■者  ：そもそも著作権とはどのような権
利なのですか。
■弁■護■士  ：著作権とは、著作物に関して著作
者に与えられる権利の総称です。著作権法で
は、著作物とは「思想または感情を創作的に表
現したものであって、芸術、学術、美術または音
楽の範囲に属するもの」と定義されています。
　著作権は、財産的側面（著作財産権）と人格
的な側面（著作者人格権）を併せ持った権利で
す。著作財産権は、著作物を排他的・独占的

に利用できる権利であり、著作物を複製して利
用できる権利（複製権）、著作物の利用形態に
応じて公衆に発信する権利（上演・演奏権、上
映権、公衆送信権、口述権、展示権、頒布権）、
著作物を譲渡・貸与する権利、著作物に創作
を加えて新たな著作物を創り出す権利（翻訳
権、編曲権、変形権、翻案権）等、さまざまな権
利が含まれます。著作者人格権は、著作物を公
表するかどうかを決定する権利（公表権）、氏
名を表示するかどうか、どのように表示するか
を決定する権利（氏名表示権）、著作物に手を
加えられることなく同一性を保持する権利（同
一性保持権）があり、これは著作者個人に固有
の権利であって他人に譲渡できません。

■相■談■者  ：一口に著作権といってもさまざま
な権利があるのですね。
　具体的な相談なのですが、ネット上で見つけ
て保存した画像（いわゆる拾い画）を、自身の
ウェブサイトやSNSで使用することは問題が
ありますか。
■弁■護■士  ：ネット上に公開されている画像に
は、制作者に著作権があります。無料で誰でも
見られるからといって自由に使っていいわけで
はなく、無断で転載や加工をすると著作権（公
衆送信権、複製権、同一性保持権等）侵害にな
ります。必ず著作権者に許可を取るか、利用規
約で商用利用が許可されている素材サイトを
利用しましょう。

■相■談■者  ：やはり著作権の関係で問題がある
のですね。それでは、「フリー素材」などと検索
してヒットした画像であれば大丈夫ですね。
■弁■護■士  ：「フリー素材」や「著作権フリー」と
は、著作権者が著作権を放棄したり、許諾不要
かつ無料で使用することを承諾している著作
物をいうものと思われます。しかし、画像検索
で「フリー素材」などと検索して表示された画
像が本当に上記のような著作物であるとは限
りませんし、仮に検索結果のタイトルタグや
ページの見出しに著作権フリーと記載されて
いたとしても使用目的が限定されている場合
もあるため、提供元での確認は必須です。

■相■談■者  ：それは注意が必要ですね。危ない
ところでした。
■弁■護■士  ：実際、画像検索で「フリー素材」な
どと検索してヒットしたイラストをウェブサイ
トや広報誌で無断使用したことで、イラスト作
家から使用許諾業務の委託を受けていると名
乗る業者から高額な損害賠償請求を受けたと
いう相談もよく寄せられています。先生のクリ
ニックの広告媒体でも問題がないか、改めて確
認してみてください。

■相■談■者  ：早速確認したいと思います。
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は、著作権（複製権、翻案権等）侵害が成立しま
す。特定の作品名を指定して生成するような方
法は特に危険ですので避けるようにしてくだ
さい。
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題となります。また、正規の商品の掲示であっ
ても、看板への掲載やSNS宣伝の主役とする
など集客のメインとして扱うことは、不正競争
防止法等との関係でも問題が生じる可能性が
あります。
　なお、先ほどお話しした「商用利用可」の「著
作権フリー」のキャラクターであれば、規約の
範囲内で掲示可能ですが、某有名キャラクター
が該当する可能性は低そうですね。

■相■談■者  ：クリニック内でBGMとして音楽を
流すことはどうでしょうか。
■弁■護■士  ：例えば購入したCD等の音源を利
用して施設内で流す場合について、購入する
対価を払っているから問題ないと思ってしまう
かもしれません。しかし、購入の対価とは別に、
公衆に対する演奏（録音・録画されたものの
再生も含みます）として「演奏権」の対象となり
ますので、著作権者の許諾を得る必要があり
ます。また、有線音楽放送をそのまま流す行為
についても、著作権法上の「公衆送信」に当た
るため、あらかじめ放送業者が施設利用につ
き使用料を支払っている場合を除いては、著
作権者の許諾を得る必要があります。営利を
目的としない場合には例外的に許諾が不要と
なりますが、店舗でBGMとして使用する場合
には顧客へのサービスが目的でしょうから、営
利目的に当たると考えられます。

■相■談■者  ：こうして聞くと、小規模なクリニッ
クを運営する場合であってもいろいろな場面
で著作権の問題はついて回りますね。スタッフ
にも周知しないといけませんね。
■弁■護■士  ：インターネットの普及により、著作
物の入手やそれを用いた発信が容易になり、
あまり権利関係を意識することのないまま意
図せず著作権を侵害してしまうリスクが高まっ

ています。今日お話ししたことは一例に過ぎま
せんので、不安に思ったらまたいつでもご相談
ください。

◆ このＱ＆Ａから何を学ぶか ◆

①インターネット上で見つけて保存した画像
を、自身のウェブサイトや SNS で使用する
ことは著作権侵害となる可能性が高いた
め、著作権者に許可を取るか、利用規約で
商用利用が許可されている素材サイトを利
用する必要がある。画像検索で「フリー素
材」などと検索して表示された画像や、著
作権フリーと記載されている画像であって
も、著作権の問題がないとは限らないため、
提供元での確認が必須である。
②ホームページの制作においては、他のサイ
トを模倣することによる著作権侵害のリス
クがあるほか、制作を業者に依頼する場合
は業者側に著作権が帰属するのが基本的
な考え方であるため、特に自分で更新をし
たい場合等には契約段階で権利関係を明
確にしておく必要がある。
③クリニック内でキャラクターのグッズ・イラ
ストを掲示する場合や BGM として音楽を
流す場合にも、著作権侵害及び他の法律に
も違反する可能性があるため、法的な問題
がないか確認しておく必要がある。
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■相■談■者  ：このたび仙台市内でクリニックを
開設しました。先日は医療機関の広告規制に
ついていろいろと教えていただきありがとう
ございました（本連載第24回「医療広告規制
について」参照）。広告内容が法令やガイドライ
ンに違反しないように気をつけながらも、ウェ
ブサイトやSNSなどいろいろな媒体で広告を
掲載して経営に取り組んでいます。
　ところで、宣伝効果の向上や当院に親しみ
を持ってもらうために、各広告媒体やクリニッ
ク内でイラストや音楽を使用する等の工夫を
したいと考えているのですが、著作権等の権
利上の問題が生じないか不安があります。
■弁■護■士  ：おっしゃるとおり、今はインター
ネットを介してさまざまな著作物を容易に入手
したり、それを用いて発信することもできるた
め、意図せず他者の著作権等を侵害すること
のないよう注意が必要ですね。

■相■談■者  ：そもそも著作権とはどのような権
利なのですか。
■弁■護■士  ：著作権とは、著作物に関して著作
者に与えられる権利の総称です。著作権法で
は、著作物とは「思想または感情を創作的に表
現したものであって、芸術、学術、美術または音
楽の範囲に属するもの」と定義されています。
　著作権は、財産的側面（著作財産権）と人格
的な側面（著作者人格権）を併せ持った権利で
す。著作財産権は、著作物を排他的・独占的

に利用できる権利であり、著作物を複製して利
用できる権利（複製権）、著作物の利用形態に
応じて公衆に発信する権利（上演・演奏権、上
映権、公衆送信権、口述権、展示権、頒布権）、
著作物を譲渡・貸与する権利、著作物に創作
を加えて新たな著作物を創り出す権利（翻訳
権、編曲権、変形権、翻案権）等、さまざまな権
利が含まれます。著作者人格権は、著作物を公
表するかどうかを決定する権利（公表権）、氏
名を表示するかどうか、どのように表示するか
を決定する権利（氏名表示権）、著作物に手を
加えられることなく同一性を保持する権利（同
一性保持権）があり、これは著作者個人に固有
の権利であって他人に譲渡できません。

■相■談■者  ：一口に著作権といってもさまざま
な権利があるのですね。
　具体的な相談なのですが、ネット上で見つけ
て保存した画像（いわゆる拾い画）を、自身の
ウェブサイトやSNSで使用することは問題が
ありますか。
■弁■護■士  ：ネット上に公開されている画像に
は、制作者に著作権があります。無料で誰でも
見られるからといって自由に使っていいわけで
はなく、無断で転載や加工をすると著作権（公
衆送信権、複製権、同一性保持権等）侵害にな
ります。必ず著作権者に許可を取るか、利用規
約で商用利用が許可されている素材サイトを
利用しましょう。

■相■談■者  ：やはり著作権の関係で問題がある
のですね。それでは、「フリー素材」などと検索
してヒットした画像であれば大丈夫ですね。
■弁■護■士  ：「フリー素材」や「著作権フリー」と
は、著作権者が著作権を放棄したり、許諾不要
かつ無料で使用することを承諾している著作
物をいうものと思われます。しかし、画像検索
で「フリー素材」などと検索して表示された画
像が本当に上記のような著作物であるとは限
りませんし、仮に検索結果のタイトルタグや
ページの見出しに著作権フリーと記載されて
いたとしても使用目的が限定されている場合
もあるため、提供元での確認は必須です。

■相■談■者  ：それは注意が必要ですね。危ない
ところでした。
■弁■護■士  ：実際、画像検索で「フリー素材」な
どと検索してヒットしたイラストをウェブサイ
トや広報誌で無断使用したことで、イラスト作
家から使用許諾業務の委託を受けていると名
乗る業者から高額な損害賠償請求を受けたと
いう相談もよく寄せられています。先生のクリ
ニックの広告媒体でも問題がないか、改めて確
認してみてください。

■相■談■者  ：早速確認したいと思います。
　ネット上の画像は怖いので、生成AIで作成
したイラスト等であれば問題ないでしょうか。
■弁■護■士  ：AI生成物であっても人間が手書き
で描いた場合と同様に著作権侵害の有無が判
断され、特定の作家の絵柄や既存のキャラク
ターに依拠した類似している生成物の場合に
は、著作権（複製権、翻案権等）侵害が成立しま
す。特定の作品名を指定して生成するような方
法は特に危険ですので避けるようにしてくだ
さい。

■相■談■者  ：クリニックのSNSアカウントで音
楽をBGMに使用した投稿を行う場合の注意
点はありますか。
■弁■護■士  ：使用方法によっては著作権侵害に
なります。SNS運営会社（Instagram、TikTok、
YouTube等）と日本音楽著作権協会（JASRAC）
などの権利者団体との間には包括契約がある
（SNS側が使用料を支払っている）ため、SNS
内の公式ライブラリー等の機能・サービスを
利用してBGMを付けて投稿することは基本的
に問題ありません。他方で、それ以外の方法、
例えば動画編集ソフトなどで市販のCDや配
信音源を勝手にBGMとして合成し、それを
SNSにアップロードする行為は、著作権（複製
権や公衆送信権）の侵害になります。また、
SNSによっては、個人利用の場合と商用利用
（ビジネスアカウント）の場合とで利用できる
音源やルールが異なることもありますので、よ
く確認するようにしてください。

■相■談■者  ： そうなのですね。はやりの音楽が
使われている投稿もよく見かけるので、どうな
んだろうと思っていました。
　そういえば、私的使用の場合は著作権の問
題はないと聞いたりしますが、私がウェブサイ
トやSNSで使用することは私的使用には当
たらないのでしょうか。
■弁■護■士  ：著作権法30条１項では、「個人的
に又は家庭内その他これに準ずる限られた範
囲内において使用する」場合には、著作権の許
諾なく複製することができるとされています。
しかし、クリニックのウェブページやSNSに掲
載する場合には私的使用には該当しませんの
で、著作権の問題がないかどうかはきちんと
確認するようにしてください。

■相■談■者  ： 当院のウェブサイト（ホームペー
ジ）についてなのですが、開院に間に合わせる
ために自作で取り急ぎ作成したという状況で
して、そろそろ充実した内容に一新したいと考
えています。他のクリニックのものをいくつか
参考にして作成してみようと思いますが、これ
も著作権の関係で問題がありそうでしょうか。
■弁■護■士  ： ウェブサイトは、文章、イラスト、写
真、動画、音楽等のいろいろなコンテンツの集
合体です。また、各ページのコンセプト、イメー
ジや色彩、さらにコンテンツの配置方法やペー
ジの階層等もウェブサイトを構成する要素と
なります。一部分が似ているという場合には、
それぞれのコンテンツ等について著作物（前
述）といえるかどうか（表現といえるか単なる
事実やアイデアに過ぎないか、表現に創作性
があるかありふれた表現か等）、また、どの程
度一致していれば著作権を侵害することにな
るかを、具体的に対比しつつ各表現等の性質
も踏まえて検討する必要があります。
　著作権侵害か否かの判断は上記のとおり単
純ではありませんが、法的な結論にかかわら
ず、似ている部分があることでトラブルが生じ
るという実際上のリスクもありますので、他の
ウェブサイトを安易に模倣することは避けた
方が賢明でしょう。

■相■談■者  ：なるほど、やはり自作では限界があ
りそうなので、業者に制作を依頼しようかと思
います。当初の制作のみ依頼して、後はいつで
も自分で更新できるようにしたいのですが、注
意点はありますか。
■弁■護■士  ：ウェブサイトは、掲載した多数のコ
ンテンツを編集して作成した著作物（編集著作
物）といえます。業者に制作を依頼する場合
に、発注者がコンテンツの大部分を提供した
り、業者と内容を協議して決定していたとして

も、ウェブサイト全体としての著作権は実際に
著作物を創作した制作業者に帰属するのが通
常です（提供した個々のコンテンツの著作権
は別途発注者に帰属します）。
　発注者が制作代金を支払ってデータを全部
引き渡してもらったとしても、制作代金はあく
まで制作の対価であるため、著作権まで自動
的に譲渡されるわけではなく、データの引き渡
しによって以後発注者が自由に改変してよい
という合意があったともいえません。したがっ
て、制作に関する契約書で著作権の譲渡及び
同一性保持権（前述）の不行使を明記するか、
引き渡し後に自由に更新できる許諾を得てお
く必要があります。
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思いますので、ぜひご相談ください。
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